
１ 交流及び共同学習の推進

小学校学習指導要領

「障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習や高齢者などとの交流の機会を設ける

こと」

高知県公立小学校特別支援学級設置要項

「通常の学級との交流及び共同学習の時間を設定すること」（第８条）

２ 交流及び共同学習とは

学習や生活の場をともにすることによって、生活経験を拡大するとともに社会性を養

い、好ましい人間関係を育てながらお互いを正しく理解し、尊重し、支えあう心を育て

ようとするもの。

＊文部科学省ＨＰ（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/010.htm）

に多数の実践例が掲載されています。ご参照ください。

交流及び共同学習

＊ 交流自体を目的とするのではなく、活動目的を共有しましょう！

＊「障害」そのものの理解よりも、まずは、対象児童生徒の個性や良さを

理解することを大事にしましょう！



３ 交流及び共同学習の進め方

４ 打 ち 合 わ せ

児童生徒や保護者の願いを把握

しましょう！

交流及び共同学習ねらいを明確

にしましょう！

企画・運営に携わる担当や組織・

チームを作りましょう！

保護者や相手校・学年・学級と話

し合い、実施のアウトラインを作

りましょう！

いつ・何の時間に、何時間行うの

か等、明確にしておきましょう！

具体的な指導計画や評価計画を

作成しましょう！

児童生徒へ、目的・活動内容・留

意点等を伝えておきましょう！

児童生徒が主体的に活動できる

ようにしましょう！

振り返りや手紙の交換等で児童

生徒の関係を深めましょう！

児童生徒及び教師の支援につい

て評価を行いましょう！

どうすれば改善できるかを考え

て次回に生かしましょう！
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